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3Dプリンター用GFRTP
廃材

エンペラーフィラメントTM

熱溶融積層法（FDM法）の3Dプリンターで使用する
フィラメントです。ガラス繊維を30wt%配合した
6ナイロンのGFRTP廃材を利用しています

環境負荷の低減で、SDGsへの取組みを推進

３つの特徴

GFRTPは廃棄される際に、そのほとんどが埋立て処理をされており、リサイクル
することが強く望まれています。本製品はGFRTPの廃材利用であり環境負荷の
低減、すなわちSDGｓの達成に向けた取組みの推進につながります。

500g（スプール巻）、
フィラメント径1.75mm

極めて小さな
成形収縮率
ガラス繊維がフィラメントの長さ方向に
配向しており、寸法精度に優れ、反りの
少ない製品が造形可能です。

高強度且つ耐熱性の
成形品が可能
3Dプリンター用のフィラメントとして
一般的に使われているPLAやABSに
比べ、高強度且つ耐熱性を持つ製品
が造形可能です。

■ 作製したフィラメントの諸物性

引張強さ / 23℃     （射出成形試験片で測定）
引張弾性率 / 23℃  （射出成形試験片で測定）
引張伸び / 23℃     （射出成形試験片で測定）
耐折損性 / 30回90°に折り曲げた後の状態

荷重たわみ温度 / 1.8MPa,A法（射出成形試験片で測定）
シャルピー衝撃強さ / ノッチ付  （射出成形試験片で測定）

物性
102MPa
4.2GPa
5%

破断せず
210℃
17kJ/m2

物性値・試験結果

■ 3Dプリンターでの成形条件

ノズル径
ノズル温度

ベッド（テーブル）温度
プリントヘッドの移動速度
テーブルへの固定

項目
0.4mm または0.6mm

260～280℃
40～80℃

30～60mm/sec
専用接着剤により固定

条件

仕 様

エンペラーフィラメント  は、ガラス繊維
強化熱可塑性プラスチック（GFRTP）の
廃材で作られた、3Dプリンター用
フィラメントです

TM

商標登録
第6928640号
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Material Recycle
－ マテリアル リサイクル －3Dプリンター用フィラメントの製造工程

未使用で廃棄される
ガラス繊維を30wt%配合した

6ナイロン樹脂部品

原料
廃材を破砕機で
細かく砕く

破砕
加熱溶融押出成形機と
ペレタイザーでペレット化

ペレット化

ペレットに添加剤を加えて
加熱溶融押出成形機で線材化

線材化
線材を延伸装置で

引き伸ばして均一化し、
ボビンに巻き取る

延伸・巻き取り
フィラメント用ボビンに
巻き取り直して製品化

製品化

3Dプリンター用GFRTP
廃材 エンペラーフィラメントTM
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引張強度比較 シャルピー衝撃強度比較
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●市販のナイロン製3Dプリンター用フィラメントと同様、湿気に非常に敏感ですので、袋から開封後、速やかにご使用ください。
●成形に時間がかかる場合（3時間以上）は、専用の除湿ボックスをご使用ください。
●ガラス繊維が30wt％配合されている為、耐摩耗ノズルの使用を推奨いたします。

ご使用上の注意

エンペラー
フィラメント PC-CF PA6-CF PLA

■材料強度（造形方向）
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エンペラー
フィラメント PC-CF PA6-CF PLA

■接着強度（積層方向）
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エンペラー
フィラメント PC-CF PA6-CF PLA

■材料強度（造形方向）
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エンペラー
フィラメント PC-CF PA6-CF PLA

■接着強度（積層方向）
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■内部充填率100％　■試験方法： JIS K 7161（引張強度）、 JIS Z 2242（シャルピー衝撃強度）　■試験機関： 名古屋市工業研究所　※上記の数値は測定値であり、保証値ではありません。


